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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回線交換タイプ（ＣＳ）とパケット交換タイプ（ＰＳ）のネットワークである２つ以上
のネットワーク（１１，１２，１３）を有し、回線交換による呼とパケット交換セッショ
ンの同時接続を可能にする通信システム内で第１のユーザ機器（１）のネットワークアド
レスと端末能力とを取り出す方法であって、
　前記２つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）は少なくとも前記第１のユーザ機器
（１）に接続されており、前記第１のユーザ機器は前記２つ以上のネットワークに対して
夫々がネットワークアドレスに関連した複数の接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ）をもち、
　前記方法は、
　第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機器（
１）の前記第１のタイプとは異なる第２のタイプのネットワークのアドレスを取り出す要
求を送信する工程と、
　前記第１のユーザ機器（１）の前記要求したネットワークアドレスに関する情報を含む
返答を受信する工程とを有し、
　前記第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機
器（１）の前記第２のタイプのネットワークにおける端末能力を取り出す要求を送信する
工程と、
　前記第１のユーザ機器（１）の前記要求した端末能力についての返答を受信する工程と
を有し、
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　前記第１のユーザ機器（１）に対して前記ネットワークのアドレスと端末能力について
の要求が送信され、前記第１のユーザ機器（１）から前記ネットワークのアドレスと端末
能力についての返答が送信され、前記第１のユーザ機器（１）の端末能力が第２のユーザ
機器（２）に表示されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記返答は前記第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して送信される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記返答は前記第２のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して送信される
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記返答は第３のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して送信されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のユーザ機器（１）が接続されるのと少なくとも同じネットワーク（１１，１
２，１３）に接続された第２のユーザ機器（２）により、前記要求が送信され、前記返答
が送信されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のユーザ機器（１）が接続されるネットワーク（１１，１２）の内の少なくと
も１つに接続されるか、或は含まれるネットワークノード（２１，２２，３１，３２，３
３，３４，３５）により、前記要求が送信され、前記返答が送信されることを特徴とする
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１或は第２のユーザ機器（１，２）は、各接続されたネットワーク（１１，１２
，１３）に対する少なくとも１つの接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ）をも
つ端末を有し、
　前記接続部各々は、デュアル転送モード（ＤＴＭ）端末、汎欧州デジタル移動電話方式
－汎用パケット無線サービス（ＧＳＭ－ＧＰＲＳ）端末、全球規模の移動体通信システム
－マルチ無線アクセスベアラ（ＵＭＴＳ－マルチＲＡＢ）端末のようなネットワークアド
レスをもっていることを特徴とする請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１或は第２のユーザ機器（１，２）は、２つ以上の端末を有し、
　前記２つ以上の端末各々は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対する
少なくとも１つの接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ）をもち、
　前記接続部各々はネットワークアドレスをもっていることを特徴とする請求項５乃至７
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記端末は、音声、オーディオ、ビデオ、電子メール、テキストメッセージ、或はデー
タのような通信セションを、電話、ハンドセット、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ
）端末、改良型移動体電話サービス（ＡＭＰＳ）或はデジタルＡＭＰＳ（Ｄ－ＡＭＰＳ）
端末、改良型デジタルコードレス電話（ＤＥＣＴ）端末、Bluetooth（登録商標）端末、
全球規模の移動体通信システム（ＵＭＴＳ）端末、ビデオ端末、パーソナルコンピュータ
（ＰＣ）、或は、ワークステーションのような機器により展開可能であることを特徴とす
る請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記端末（１，２）は前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）への有線接続
部と前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）の無線接続部とを有することを特
徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＣＳタイプのネットワークを介して前記要求が送信されるか、或は、非構造化付加
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サービスデータ（ＵＳＳＤ）プロトコルメッセージのようなＣＳプロトコルに従って前記
返答が受信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＰＳタイプのネットワークを介して前記要求が送信されるか、或は、セション開始
プロトコル（ＳＩＰ）プロトコルメッセージのようなＰＳプロトコルに従って前記返答が
受信されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ネットワークアドレスは、移動体統合サービスデジタル通信網（ＭＳＩＳＤＮ）番
号、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）番号、仮想私設網（ＶＰＮ）私設番号、或は国際電気通
信連合（ＩＴＵ）勧告Ｅ．１６４に準拠した番号のような電話加入者番号のようなＣＳネ
ットワークアドレスであることを特徴とする請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ネットワークアドレスは、ＳＩＰのユニフォーム・リソース・インジケータ（ＵＲ
Ｉ）のようなＰＳネットワーク識別子或は番号、イーサネット（登録商標）ＭＡＣアドレ
スのような構内ネットワーク（ＬＡＮ）のメディアアドレス制御（ＭＡＣ）層アドレス、
或はインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスのようなＰＳネットワークアドレスであ
ることを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　回線交換タイプ（ＣＳ）とパケット交換タイプ（ＰＳ）のネットワークである２つ以上
のネットワーク（１１，１２，１３）を有し、回線交換による呼とパケット交換セッショ
ンの同時接続を可能にする通信システム内で第１のユーザ機器（１）のネットワークアド
レスと端末能力とを取り出す方法であって、
　前記２つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）は少なくとも前記第１のユーザ機器
（１）に接続されており、前記第１のユーザ機器は前記２つ以上のネットワークに対して
夫々がネットワークアドレスに関連した複数の接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ）をもち、
　前記方法は、
　第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機器（
１）の前記第１のタイプとは異なる第２のタイプのネットワークのアドレスを取り出す要
求を受信する工程と、
　前記第１のユーザ機器（１）の前記要求したネットワークアドレスを調べる工程と、
　前記第１のユーザ機器（１）の前記調べられたネットワークアドレスを含む返答を送信
する工程と、
　第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機器（
１）の前記第２のタイプのネットワークにおける端末能力を取り出す要求を受信する工程
と、
　前記第１のユーザ機器（１）の前記要求された端末能力についての返答を送信する工程
と、
　前記第１のユーザ機器（１）の端末能力が第２のユーザ機器（２）に表示される工程と
、を有し、
　前記ネットワークのアドレスを取り出す要求と端末能力を取り出す要求を受信する工程
と前記調べる工程と前記ネットワークアドレスと端末能力についての返答を送信する工程
と、
　は、前記第１のユーザ機器（１）により実行されることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記調べられた１つ以上の第１のユーザ機器のネットワークアドレスをもつ返答は、前
記第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）、前記第２のタイプのネットワーク
（１１）、或は、第３のタイプのネットワーク（１３）を介して受信されることを特徴と
する請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のユーザ機器（１）が接続されるのと少なくとも同じネットワーク（１１，１



(4) JP 4728332 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

２，１３）に接続されるか、或は含まれる第２のユーザ機器（２）或はネットワークノー
ド（２１，２２，３１，３２，３３）から前記要求が受信され、前記第２のユーザ機器（
２）或はネットワークノード（２１，２２，３１，３２，３３）に対して前記返答が送信
されることを特徴とする請求項１５又は１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記調べる工程は、前記第１のユーザ機器（１）においてアプリケーションをローディ
ングし実行することを特徴とする請求項１５乃至１７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１或は第２のユーザ機器（１，２）は、各接続されたネットワーク（１１，１２
，１３）に対する少なくとも１つの接続部をもつ端末を有し、
　前記接続部各々は、デュアル転送モード（ＤＴＭ）端末、汎欧州デジタル移動電話方式
－汎用パケット無線サービス（ＧＳＭ－ＧＰＲＳ）端末、全球規模の移動体通信システム
－マルチ無線アクセスベアラ（ＵＭＴＳ－マルチＲＡＢ）端末のようなネットワークアド
レスをもっていることを特徴とする請求項１７又は１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１或は第２のユーザ機器（１，２）は、各接続されたネットワーク（１１，１２
，１３）に対する少なくとも１つの接続部をもつ端末を有し、
　前記接続部各々は、デュアル転送モード（ＤＴＭ）端末のようなネットワークアドレス
をもっていることを特徴とする請求項１７乃至１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１或は第２のユーザ機器（１，２）は、２つ以上の端末を有し、
　前記２つ以上の端末各々は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対する
少なくとも１つの接続部をもち、
　前記接続部各々はネットワークアドレスをもっていることを特徴とする請求項１７乃至
２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記端末は、音声、オーディオ、ビデオ、電子メール、テキストメッセージ、或はデー
タのような通信セションを、電話、ハンドセット、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ
）端末、改良型移動体電話サービス（ＡＭＰＳ）或はデジタルＡＭＰＳ（Ｄ－ＡＭＰＳ）
端末、改良型デジタルコードレス電話（ＤＥＣＴ）端末、Bluetooth（登録商標）端末、
全球規模の移動体通信システム（ＵＭＴＳ）端末、ビデオ端末、パーソナルコンピュータ
（ＰＣ）、或は、ワークステーションのような機器により展開可能であることを特徴とす
る請求項１９乃至２１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記端末（１，２）は前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）への有線接続
部と前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）の無線接続部とを有することを特
徴とする請求項１９乃至２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ＣＳタイプのネットワークを介して前記要求が受信されるか、或は、非構造化付加
サービスデータ（ＵＳＳＤ）プロトコルメッセージのようなＣＳプロトコルに従って前記
返答が送信されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ＰＳタイプのネットワークを介して前記要求が受信されるか、或は、セション開始
プロトコル（ＳＩＰ）プロトコルメッセージのようなＰＳプロトコルに従って前記返答が
送信されることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ネットワークアドレスは、移動体統合サービスデジタル通信網（ＭＳＩＳＤＮ）番
号、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）番号、或は仮想私設網（ＶＰＮ）私設番号のような電話
加入者番号、或は国際電気通信連合（ＩＴＵ）勧告Ｅ．１６４に準拠した番号のようなＣ
Ｓネットワークアドレスであることを特徴とする請求項２４又は２５に記載の方法。
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【請求項２７】
　前記ネットワークアドレスは、ＳＩＰのユニフォーム・リソース・インジケータ（ＵＲ
Ｉ）のようなＰＳネットワーク識別子或は番号、イーサネット（登録商標）ＭＡＣアドレ
スのような構内ネットワーク（ＬＡＮ）のメディアアドレス制御（ＭＡＣ）層アドレス、
或はインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスのようなＰＳネットワークアドレスであ
ることを特徴とする請求項２４乃至２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　回線交換タイプ（ＣＳ）とパケット交換タイプ（ＰＳ）のネットワークである２つ以上
のネットワーク（１１，１２，１３）を有し、回線交換による呼とパケット交換セッショ
ンの同時接続を可能にする通信システムにおいて動作し、第１のユーザ機器（１）のネッ
トワークアドレスと端末能力とを取り出すように構成されたネットワーク装置（２，２１
，２２，３１，３２，３３）であって、
　前記ネットワーク（１１，１２，１３）は少なくとも前記第１のユーザ機器（１）に接
続されており、前記第１のユーザ機器は前記２つ以上のネットワークに対して夫々がネッ
トワークアドレスに関連した複数の接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ）をもち、
　前記ネットワーク装置は前記ネットワーク（１１，１２，１３）の少なくとも１つに接
続され、少なくとも１つの接続部（２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２１Ａ，２２Ａ，３１Ａ，３２Ａ
，３３Ａ，３３Ｂ）により前記第１のユーザ機器（１）に共通接続され、
　前記ネットワーク装置は、
　　前記接続部（２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２１Ａ，２２Ａ，３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ，３３Ｂ
）を代表するネットワークインタフェースと協働して、第１のタイプのネットワーク（１
１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機器（１）の前記第１のタイプとは異なる
第２のタイプのネットワークのアドレスと端末能力とを取り出す要求を送信し、
　　前記接続部（２Ａ，２Ｂ，２Ｃ，２１Ａ，２２Ａ，３１Ａ，３２Ａ，３３Ａ，３３Ｂ
）と同じ或は別の接続により、前記第１のユーザ機器（１）の前記要求したネットワーク
アドレスと第２のユーザ機器（２）に表示される端末能力とに関する情報を含む返答を受
信する入出力ユニットを有し、
　前記装置は、前記第１のユーザ機器（１）に対して前記要求を送信し、前記第１のユー
ザ機器（１）から前記返答を受信するように構成されていることを特徴とするネットワー
ク装置。
【請求項２９】
　メモリ手段が備えられた処理ユニットは前記要求を生成し、前記返答を処理することを
特徴とする請求項２８に記載のネットワーク装置。
【請求項３０】
　前記ネットワーク装置は、第２のユーザ機器（２）或はネットワークノード（２１，２
２，３１，３２，３３）により代表されることを特徴とする請求項２８又は２９に記載の
ネットワーク装置。
【請求項３１】
　前記第２のユーザ機器（２）は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対
する少なくとも１つの接続部をもつ端末を有し、
　前記接続部各々は、デュアル転送モード（ＤＴＭ）端末、汎欧州デジタル移動電話方式
－汎用パケット無線サービス（ＧＳＭ－ＧＰＲＳ）端末、或は全球規模の移動体通信シス
テム－マルチ無線アクセスベアラ（ＵＭＴＳ－マルチＲＡＢ）端末のようなネットワーク
アドレスをもっていることを特徴とする請求項３０に記載のネットワーク装置。
【請求項３２】
　前記第２のユーザ機器（１，２）は、２つ以上の端末を有し、
　前記２つ以上の端末各々は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対する
少なくとも１つの接続部をもち、
　前記接続部各々はネットワークアドレスをもっていることを特徴とする請求項３０又は
３１に記載のネットワーク装置。
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【請求項３３】
　前記端末（２）は、音声、オーディオ、ビデオ、電子メール、テキストメッセージ、或
はデータのような通信セションを、電話、ハンドセット、汎欧州デジタル移動電話方式（
ＧＳＭ）端末、改良型移動体電話サービス（ＡＭＰＳ）或はデジタルＡＭＰＳ（Ｄ－ＡＭ
ＰＳ）端末、改良型デジタルコードレス電話（ＤＥＣＴ）端末、Bluetooth（登録商標）
端末、全球規模の移動体通信システム（ＵＭＴＳ）端末、ビデオ端末、パーソナルコンピ
ュータ（ＰＣ）、或は、ワークステーションのような機器により展開可能であることを特
徴とする請求項３１又は３２に記載のネットワーク装置。
【請求項３４】
　前記端末（２）は前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）への有線接続部と
前記１つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）の無線接続部とを有することを特徴と
する請求項３１乃至３３のいずれか１項に記載のネットワーク装置。
【請求項３５】
　回線交換タイプ（ＣＳ）とパケット交換タイプ（ＰＳ）のネットワークである２つ以上
のネットワーク（１１，１２，１３）を有し、回線交換による呼とパケット交換セッショ
ンの同時接続を可能にする通信システムに含まれ、第１のユーザ機器（１）のネットワー
クアドレスと端末能力を提供するように構成されたネットワーク装置であって、
　前記２つ以上のネットワーク（１１，１２，１３）は少なくとも前記第１のユーザ機器
（１）に接続されており、前記第１のユーザ機器は前記２つ以上のネットワークに対して
夫々がネットワークアドレスに関連した複数の接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ）をもち、
　前記ネットワーク装置は、少なくとも１つの接続部（１Ａ，１Ｂ，１Ｃ）により前記２
つ以上のネットワークに接続されており、
　前記ネットワーク装置は、
　　第１のタイプのネットワーク（１１，１２，１３）を介して、前記第１のユーザ機器
（１）の前記第１のタイプとは異なる第２のタイプのネットワークのアドレスと端末能力
とを取り出す要求を受信し、
　　前記第１のユーザ機器（１）の前記要求したネットワークアドレスを調べ、
　　前記第１のユーザ機器（１）の前記調べられたネットワークアドレスと第２のユーザ
機器（２）に表示される端末能力とを含む返答を送信する処理ユニット及び入出力（Ｉ／
Ｏ）ユニットを有し、
　前記ネットワーク装置は前記第１のユーザ機器（１）であることを特徴とするネットワ
ーク装置。
【請求項３６】
　メモリ手段が備えられた前記処理ユニットは、前記入出力（Ｉ／Ｏ）ユニットを通過し
た前記要求を処理し、前記要求されたネットワークアドレスを調べ、前記調べた結果を前
記入出力（Ｉ／Ｏ）ユニットに提供することを特徴とする請求項３５に記載のネットワー
ク装置。
【請求項３７】
　前記第１のユーザ機器（１）は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対
する少なくとも１つの接続部をもつ端末を有し、
　前記接続部各々は、デュアル転送モード（ＤＴＭ）端末、汎欧州デジタル移動電話方式
－汎用パケット無線サービス（ＧＳＭ－ＧＰＲＳ）端末、或は、全球規模の移動体通信シ
ステム－マルチ無線アクセスベアラ（ＵＭＴＳ－マルチＲＡＢ）端末のようなネットワー
クアドレスをもっていることを特徴とする請求項３５に記載のネットワーク装置。
【請求項３８】
　前記第１のユーザ機器（１）は、２つ以上の端末を有し、
　前記２つ以上の端末各々は、各接続されたネットワーク（１１，１２，１３）に対する
少なくとも１つの接続部をもち、
　前記接続部各々はネットワークアドレスをもっていることを特徴とする請求項３５又は
３７に記載のネットワーク装置。
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【請求項３９】
　前記端末は、音声、オーディオ、ビデオ、或はデータのような通信セションを、電話、
ハンドセット、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）端末、改良型移動体電話サービス
（ＡＭＰＳ）或はデジタルＡＭＰＳ（Ｄ－ＡＭＰＳ）端末、改良型デジタルコードレス電
話（ＤＥＣＴ）端末、Bluetooth（登録商標）端末、全球規模の移動体通信システム（Ｕ
ＭＴＳ）端末、ビデオ端末、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、或は、ワークステーショ
ンのような機器により展開可能であることを特徴とすることを特徴とする請求項３７又は
３８に記載のネットワーク装置。
【請求項４０】
　前記端末（１）は前記ネットワーク（１１，１２，１３）の少なくとも１つへの有線接
続部と前記ネットワーク（１１，１２，１３）の少なくとも１つへの無線接続部とを有す
ることを特徴とする請求項３７乃至３９のいずれか１項に記載のネットワーク装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に固定通信システム、無線通信システム、または複合ネットワークと称
されるパケット交換・回線交換アーキテクチャを有するハイブリッド通信システムなどの
通信システムに関する。特に、本発明により、複合ネットワークに接続しているユーザ機
器のアドレス指定情報および端末能力を取り出す方法を容易にするものである。
【背景技術】
【０００２】
　固定ネットワークや、特に、汎欧州デジタル移動電話方式（ＧＳＭ）、汎用パケット無
線サービス（ＧＰＲＳ）、または、全球規模の移動体通信システム（ＵＭＴＳ）などの移
動体ネットワークは絶えず進化している。現在のＧＳＭ／ＧＰＲＳ及びＵＭＴＳのネット
ワークは、回線交換（ＣＳ）接続とパケット交換（ＰＳ）接続の両方を提供する。広範な
種類のデータを伝送する端末能力を有するＰＳエンド・ツー・エンド接続は、画像、音楽
およびビデオの転送などのマルチメディアサービスの提供に使用される。ＣＳ接続は、信
頼性が高く且つ規定されたサービス品質（ＱｏＳ）をもつ１つ以上の信頼できるネットワ
ークノードにより、２つのユーザ機器間に信頼できるリンクを提供する。
【０００３】
　１台以上のユーザ機器または端末に異なる種類の２つ以上のリンクが確立される複合ネ
ットワークは、ユーザ機器にＣＳ接続とＰＳ接続の両方を展開する能力があり、それによ
って、ＰＳセションと称されるＰＳ通信セションとＣＳによる呼と称されるＣＳ通信セシ
ョンとを介してそのアクティビティを実行するサービスを可能にする。
【０００４】
　このサービスの組み合わせの形態から利益に関して言えば、ユーザ機器には、ＣＳによ
る呼とＰＳセションを同時に扱える能力が必要とされる。ＵＭＴＳ用のマルチ無線アクセ
スベアラ（ＲＡＢ）端末機器とＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワーク用のデュアル転送モード（
ＤＴＭ）端末機器とは利用可能であろう。これらの種類の端末機器は、ＣＳ接続とＰＳ接
続の同時接続を可能にする機能を提供している。
【０００５】
　現在のところ、会話音声はＰＳベアラによりエンドユーザに配信できない。それは、運
用中の無線アクセスネットワークの能力が不十分なためであり、それゆえ、既存のＣＳベ
アラが会話音声を配信するために使用されている。将来は、ＰＳベアラを単独で、会話音
声とマルチメディアのために使用することはたぶん可能である。それでもやはり、現在の
ＤＴＭ端末と将来のＵＭＴＳ端末とは、ＣＳ接続とＰＳ接続の同時接続サポートを行うで
だろう。
【０００６】
　同時接続を使用して、ここでパーティＡと称すパーティは、インターネットを閲覧する
（ＰＳセションを確立する）一方、ここでパーティＢと称する別の相手とＣＳネットワー
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クを介して音声通話で話し合う。しかしながら、同時性とは、ＣＳによる進行中の呼が進
行中のＰＳセションと相関しているということを必ずしも意味しない。
【０００７】
　これと対照的に、パーティＢとＣＳによる呼が進行中のパーティＡが、天気について話
し合いながら、家の外の雪がいかに美しく見えるかを示す画像を送信するとき、ＰＳセシ
ョンで転送される画像と進行中のＣＳによる呼とは、パーティＡの視点からは相関してい
る。そうはいうものの、ＰＳセションは、相関しないウェブ閲覧セションと機能的に同一
であるように確立できる。
【０００８】
　前述のパーティＡが、ＣＳによる呼により、ＣＳネットワークに関する電話帳からパー
ティＢの名前を使用し、パーティＢに電話をかけると仮定しよう。パーティＢと話し合い
ながら、パーティＡがパーティＢに写真を送る必要があるとき、パーティＡは、その写真
を転送するため自分の“ＰＳ電話帳”を閲覧しなければならない。ＰＳセションが、進行
中のＣＳによる呼とは完全に独立にパーティＢと確立される。この例では、ユーザインタ
フェース間、またはネットワーク構成要素間でやりとりがない。即ち、その相関関係は、
ユーザの頭の中で生じるのである。
【０００９】
　前述の例では、もしパーティＡがパーティＢに、即ち、ＣＳ電話帳からパーティＢに写
真を送信する可能性があれば望ましいだろう。パーティＡは、電話帳を閲覧する必要から
解放されるように、“ＣＳによる呼の相手に写真を送信する”ことを選択する可能性もつ
べきである。
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／００２６３９４号明細書
【特許文献２】米国特許第５，９４９，７６３号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ネットワーク内にあるサービスと、端末或はユーザ機器のクライアントソフトウェアと
の内の少なくともいずれかが、ＣＳによる呼とＰＳセションとの間の関係に気づくように
なる（或は、気づかされる）とき、ＣＳによる呼とＰＳセションとは、そのサービスの観
点からは相関関係になり、それゆえ提供されるサービスは、複合サービスとして言及され
る。その複合サービス、特に、前述の例における重要な課題は、アドレス指定、即ち、“
パーティＢの電話機、端末、或はユーザ機器のＰＳドメイン部分のアドレスの取得方法”
である。
【００１１】
　もう１つの課題は、パーティＡがパーティＢに写真を送信するとき、パーティＡは、パ
ーティＢの端末またはユーザ機器にその写真が実際に到達して欲しいとも望む点である。
加えて、パーティＢがパーティＡのＰＳセションに基づくメッセージを実際に受信できる
端末或はユーザ機器を持っていることも、パーティＡは知るべきである。即ち、パーティ
ＡはパーティＢの端末能力をどのように知るか？という点である。
【００１２】
　パーティＡに可能な限りの最高のユーザ体験を与えるために、パーティＢと通信するた
めの種々の可能性の利用可能性についてパーティＡに通知するパーティＡの端末のグラフ
ィカル・ユーザ・インタフェース（ＧＵＩ）で一定のアイコンが明るくできる（または現
れさえする）ほうがよい。例えば、パーティＢがＤＴＭ端末を持っている場合、“写真メ
ッセージング”アイコンが、パーティＡの端末上で明るくなるほうがよい。
【００１３】
　解決されるべき課題は、（１）パーティＡとパーティＢとの間でＣＳによる呼が確立さ
れるとき、或は、確立された後に、パーティＢのＰＳセション・アドレス指定情報とパー
ティＢの端末或はユーザ機器（“ＣＳによる呼の相手”の端末）のＰＳセション端末能力
とを、パーティＡはどのように取得することができるか？という点と、（２）パーティＡ
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のＰＳセション・アドレス指定情報とパーティＡの端末或はユーザ機器のＰＳセション端
末能力とを、パーティＢはどのように取得することができるか？という点である。
　その提起された課題に対する従来技術による解決策は特許文献１及び特許文献２に示さ
れている。
　特許文献１は全く異なるネットワークによる音声と関連データの接続を確立するシステ
ム及び方法を開示しており、音声接続の電話番号が、ネットワークデータベース、即ち、
ローカルデータベース或はデータ宛先に対するハイブリッド番号レジスタに対する照会に
より関連データ宛先を決定する。このことは、ネットワーク或は移動交換センタにより実
行され、ＩＰアドレスのようなパケット制御ユニットに対する宛先を提供する。
　特許文献２は、ループペア或はＤＳＬ接続により中央局に接続された端末からの音声及
びデータ接続を確立して、加入者に対して、ＰＳＴＮとデータネットワークとを介して音
声とデータの両方を搬送するシステムと方法とを記載しており、ＳＣＰが発呼者と被呼者
の端末の構成をチェックし、ＩＰデータアドレスを取り出し、データ接続を確立するため
カスタマ・プレミス・イクイップメント（ＣＰＥ：Customer Premise Equipment）端末に
対してデータアドレスを送信することに関して、ネットワークデータベースに照会する。
　呈示される本発明では、上記の従来技術に対する代替案を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の目的は、ＣＳネットワークと少なくとも１つのＰＳネットワークからなる異な
る種類の複数のネットワークを有する複合通信ネットワークにおいて、ＣＳによる呼の相
手のユーザ機器のＰＳドメインに基づくネットワークアドレスとＰＳドメインの端末能力
を取り出す方法を提供することである。ここで、ＣＳによる呼は確立されていて、そのＣ
Ｓによる呼とこれから確立されるＰＳセションとは相関する。
【００１５】
　本発明の別の目的はさらに、１台以上の機器として実現されるユーザ機器を提供するこ
とである。ここで、各機器はネットワーク接続によりＣＳネットワークと１つ以上のＰＳ
ネットワークへの接続を有し、そのユーザ機器は、提示された方法に従って前述のアドレ
スと能力の取り出しを実行するように構成されている。
【００１６】
　この目的は、ユーザ機器により実行されるる方法により、本発明により達成される。そ
の方法では、ＰＳネットワークアドレスは、ＣＳネットワークと１つ以上のＰＳネットワ
ークとを備える通信システム内で、ＣＳによる呼の相手のユーザ機器から取り出される。
そのユーザ機器は同じＣＳネットワークと同じＰＳネットワークとの両方に接続されてい
て、各接続はネットワークアドレスと関係している。ＣＳによる呼の相手のユーザ機器の
ＰＳネットワークアドレスは、ＣＳネットワークを介して、或は、ＰＳネットワークを介
して、ＣＳによる呼の相手のユーザ機器へ要求され、ＣＳによる呼の相手のユーザ機器か
ら取り出される。
【００１７】
　その要求はＣＳによる呼の相手のユーザ機器により受信され、ＰＳネットワークアドレ
スが調べられ、要求したユーザ機器に返信される。その代わりに、ネットワークサービス
が、ＣＳによる呼の相手のユーザ機器のＰＳネットワークアドレスを要求されることもあ
る。
【００１８】
　ＰＳドメインでパーティＢに着呼するためには、パーティＢはＰＳドメインで登録され
ていなければならない。提示された解決策には、様々なレベルのアドレス指定が関与して
いる。インターネットプロトコル（ＩＰ）レイヤでパーティＢのユーザ機器に着呼するた
めには、パーティＢのＩＰアドレスが必要である。パーティＢのユーザ機器とセション開
始プロトコル（ＳＩＰ）セションを開始するためには、ＳＩＰセキュア［ＳＩＰｓ、イン
ターネット技術標準化委員会（ＩＥＴＦ）、ＲＦＣ３２６１　ｃｈ．１９．１］ユニファ
イド・リソース・アイデンティファイア（ＵＲＩ：Unified Resource Identifier）が必
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要である。ＳＩＰサービスのためには、例えば、プレゼンス（presence）、サービス識別
子、及びプレゼンスＵＲＩが必要である。本文書では、これらの様々な識別子は、集合的
にＰＳドメイン識別子として言及する。各レベルでの登録が必要となるかもしれない。
【００１９】
　本発明は、パーティＡのユーザ機器からネットワークサービス或はパーティＢのユーザ
機器に対して所望のネットワークアドレスとパーティＢのユーザ機器の端末能力に関して
問合せすることにより、ＰＳネットワークアドレスのようなＰＳドメイン識別子とＵＥの
端末能力を取り出すという課題に対する解決策を提供している。本発明は、以下の２つの
問い合わせのどちらかを活用する。即ち、
　ＣＳドメインの方法を用いてユーザ機器が開始する問合せと、
　ＰＳドメインの方法を用いてユーザ機器が開始する問合せと
である。
【００２０】
　ＣＳドメインの方法では、パーティＢのアドレスを取り出すために、パーティＡのユー
ザ機器は、ネットワーク内のサービス、或は、ピア端末或はユーザ機器に問合せすること
に関して、ＣＳネットワークを介してＣＳドメインの方法、とりわけ、非構造化付加サー
ビスデータメカニズム［ＵＳＳＤ、３Ｇパートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ＴＳ
　２３．０９０］を活用する。
【００２１】
　ＰＳドメインの方法では、パーティＢのアドレスを取り出すために、端末は、ＰＳネッ
トワークを介してＰＳドメインの方法を使用し、例えば、ネットワーク内のエンティティ
（例えば、現存するサーバ）に向けてＳＩＰメッセージを送信する。
【００２２】
　一旦、パーティＢの適切なＰＳドメイン識別子（例えば、ＰＳドメイン・ネットワーク
・アドレス）が取り出されたなら、ＵＥ端末能力を交換することに関して、ＰＳネットワ
ークを介して、パーティＢに直接連絡できる。
【００２３】
　パーティＢのユーザ機器あてに様々なレイヤでアドレス指定することができるので、ネ
ットワーク運用者は、この目的のためにはＳＩＰ　ＵＲＩシグナリングを使用するのが有
益である。その理由は、ＳＩＰ　ＵＲＩシグナリングにより、端末能力のパラメータの交
換を制御したり、影響を及ぼすことが可能になるからである。ＳＩＰ　ＵＲＩを使用する
ときは、ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ法が端末能力を交換するために使用される。
【００２４】
　本発明に従うこれらの実施例について、添付図面を参照して更に詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明の範囲を限定することなく、本発明を完全に理解してもらうために、複合ネット
ワーク環境で展開される移動体通信システムの現在のＧＳＭ／ＵＭＴＳを実現する背景と
その範囲内で、本発明は提示される。しかしながら、本発明は、複合ネットワークを備え
るどんな通信システムにも展開できる。
【００２６】
　図１は、異なるネットワークタイプのいくつかのネットワーク１１、１２、１３を有す
る複合ネットワーク１０を模式的に図示したものである。その複合ネットワークには、第
１のユーザ機器（ＵＥ）１と第２のＵＥ２とが、ネットワーク１１、１２、１３のすべて
か、或は少なくとも２つに接続している。ネットワーク１１、１２、１３への物理的な接
続を提供することに関して、ＵＥ１、２は、前述のネットワーク１１、１２、１３に対す
るネットワークインタフェース１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、２Ａ、２Ｂ、２Ｃを有し、これらネッ
トワークインタフェース夫々は、ネットワークアドレスと関係している。
【００２７】
　本発明の説明のために、ネットワーク１１はＣＳネットワークタイプのネットワークで
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あり、ネットワーク１２、１３はＰＳネットワークタイプのネットワークであると勝手に
仮定しておく。本発明の中では、ＣＳによる呼は、ベアラとして、ＤＴＡＰ、ＩＳＵＰ、
ＤＳＳ１を使用すると仮定する。他の種類のベアラを使用してもよい。
【００２８】
　本発明は、パーティＢのＵＥ１の所望のアドレスや端末能力に関して、パーティＡのＵ
ＥからパーティＢのＵＥ１或はネットワーク・サービス・ノード３１、３２、３３、３４
、３５に問合せすることにより、パーティＢのＵＥ１のＰＳドメインアドレスとＰＳドメ
イン端末能力とを取り出すという課題に対して解決策を提供するものである。その解決策
は、以下の２つの異なる種類の問合せのどちらか１つを使用する。即ち、
　ａ）ＣＳドメインの方法を使用したＵＥ１、２が開始する問合せと、
　ｂ）ＰＳドメインの方法を使用したＵＥ１、２が開始する問合せとである。
【００２９】
　ａ）に関する付加的事項
　ＣＳドメインをベースにしたアドレス取り出し方法では、パーティＢのＵＥ１のＰＳド
メインアドレスを取り出すために、パーティＡのＵＥ２が、ネットワーク内のサービスノ
ード３１、３２、３３、３４、３５、或はピアＵＥ１のいずれかに問合せすることに関し
て、ＣＳネットワークを介したＣＳドメインの方法、特に、非構造化付加サービスデータ
メカニズム［ＵＳＳＤ、３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０９０］を活用する。
【００３０】
　本発明が提供するのは、ＣＳドメインの発呼側であるパーティＡのＵＥ２が、ＣＳドメ
インの着呼側であるパーティＢのＵＥ１のＰＳ識別子を取り出するため、端末が開始する
非構造化付加サービスデータメカニズム［ＵＳＳＤ、３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０９０］を
発生させることである。アドレスなどの着呼側のＰＳ識別子を受信すると、発呼側のパー
ティＡのＵＥ２は、ＵＥ１の端末能力を取得するため、着呼側のパーティＢのＵＥ１に直
接、問合せする。パーティＡのＵＥ２の端末能力しだいでは、パーティＢのＵＥ１の適切
な端末能力の存在が、発呼側パーティＡのＵＥ２のグラフィカル・ユーザ・インタフェー
ス（ＧＵＩ）上に強調表示される。パーティＢは、パーティＡのＵＥ２の端末能力を取り
出すのと同じ方法を活用してもよい。
【００３１】
　ＵＳＳＤメカニズムにより、移動機などのＵＥ１、２のユーザと公衆陸上移動通信網（
ＰＬＭＮ）の運用者が規定するアプリケーションは、ＵＥ１、２と中間に介在するネット
ワークエンティティに対してトランスペアレントであるように通信することができる。
【００３２】
　ＵＥとネットワークエンティティでのＵＳＳＤの取り扱いを規定する３ＧＰＰ　ＴＳ　
２３．０９０によれば、ＵＳＳＤメカニズムは、下記の方法でＵＥ１、２のユーザにより
適用される。
【００３３】
　ＵＥ１、２は、ＣＳネットワーク１１にＵＳＳＤリクエストをいつでも開始することが
できる。ＵＥ１、２のパーティＡ或はパーティＢ、或はＵＥ１、２で動作しているアプリ
ケーションがアドレス取り出しを要求するとき、ＵＥ１、２はＵＳＳＤメカニズムを利用
することを決定し、ＵＥ１、２は、ＣＳネットワーク１１へのトランザクションをセット
アップし、移動体通信交換局（ＭＳＣ）にその要求を送信し、応答を待ち合わせる。ＵＥ
１、２が応答を受信すると、ＵＥ１、２はパーティＡ或はパーティＢへの応答に含まれて
いる情報を表示するか、或はＵＥ１、２で動作しているアプリケーションにその情報を中
継する。
【００３４】
　ＭＳＣがホーム公衆陸上移動通信網（ＨＰＬＭＮ）サービスコードを含むＵＳＳＤ要求
を受信すると、ＭＳＣは、在圏ロケーションレジスタ（ＶＬＲ）へのトランザクションを
セットアップし、そのＶＬＲにＵＳＳＤ要求を変更しないまま転送する。ＶＬＲがＨＰＬ
ＭＮサービスコードを含むＵＳＳＤ要求を受信し、ＵＥ１、２がＨＰＬＭＮにいないとき
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に、ＶＬＲはＨＬＲへのトランザクションをセットアップし、ＵＳＳＤ要求を変更しない
まま転送する。
【００３５】
　ＭＳＣがローカルサービスコードを含むＵＳＳＤ要求を受信するとき、ＭＳＣとＶＬＲ
はＵＳＳＤ要求を局所的に処理する。そのＵＳＳＤ要求がＨＬＲに中継されるとき、ＭＳ
ＣとＶＬＲは、更なるＵＳＳＤ要求或はそのトランザクションに対する応答に対して（い
ずれかの方向において）トランスペアレントであり、いかなる動作もせずにＵＳＳＤ要求
やその応答をＭＳとＨＬＲとの間で通過させる。１つのトランザクションが解放されると
き（ＭＳ－ＭＳＣ／ＶＬＲ或はＭＳＣ／ＶＬＲ－ＨＬＲ）、ＭＳＣ／ＶＬＲは他のトラン
ザクションも同様に解放する。
【００３６】
　ＭＳＣ或はＶＬＲが、ＵＳＳＤ要求で使用されるアルファベットをサポートしない場合
には、ＭＳＣ或はＶＬＲは、ＶＬＲ或はＨＬＲへのトランザクションを夫々セットアップ
し、ＨＰＬＭＮサービスコードを受信するときと同じようにＵＳＳＤ要求を変更しないま
ま転送する。
【００３７】
　３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０９０によれば、ＨＬＲはＵＳＳＤ要求を転送するか、或は、
ＵＳＳＤ要求を局所的に処理する。ＵＳＳＤアプリケーションのロケーション、性質、コ
ンテンツは、規定により、サービスプロバイダおよびネットワークオペレータに依存する
が、一般に以下のことを含む。即ち、
　－シグナリングチャネルと音声チャネルとの内、少なくともいずれかの設定或は
　　解放と、
　－別のネットワークエンティティにＵＳＳＤ要求を（変更せずに或は変更して）
　　渡すことと、
　－別のネットワークエンティティに異なるＵＳＳＤ要求を渡すことと、
　－ＵＥ１、２からの更なる情報を（１回以上）要求することとの内、
少なくともいずれかである。
【００３８】
　ＵＳＳＤ要求処理完了時、ネットワークエンティティはＵＳＳＤ要求に応答するものと
し、それからトランザクションを解放するものとする。
【００３９】
　ＵＳＳＤにより補助されたＰＳ識別子アドレス取り出しは、以下の２つの方法のどちら
かで実施される。即ち、
　－パーティＡのＵＥ２がパーティＢのＵＥ１にＵＳＳＤ要求を送信することと、
　－パーティＡのＵＥ２がネットワークサービスにＵＳＳＤ要求を送信することである。
【００４０】
　パーティＢのＵＥ１のＰＳ識別子を取り出す第１の方法において、パーティＡのＵＥ２
がＣＳネットワークを介してパーティＢのＵＥ１に宛てられたＵＳＳＤ要求を送信して、
パーティＢのＵＥ１のＰＳドメイン識別子を要求する。この第１の方法では、パーティＡ
のＵＥ２は、パーティＢのＵＥ１のインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスについて
尋ねるＵＳＳＤ要求を組み立てる。パーティＡのＵＥ２が在圏公衆陸上移動通信網（ＶＰ
ＬＭＮ）にいるなら、ＵＳＳＤ要求はＶＬＲにより受信され、パーティＡのＨＰＬＭＮ内
のパーティＡのＨＬＲに送信される。ＵＳＳＤ要求のサービスコードの分析時、パーティ
ＢのＵＥ１のＰＳドメイン識別子を要求されていることが検出される。ＨＬＲは、パーテ
ィＢのＵＥ１に第２回目のＵＳＳＤ要求を開始する。パーティＢのＵＥ１に向けた第２回
目のＵＳＳＤ要求は、パーティＢのＨＬＲを通過してもよい。パーティＢのＵＥ１のアプ
リケーションはＵＳＳＤ要求をデコードし、パーティＡのＵＥ２にパーティＢのＵＥ１の
ＰＳ端末部分の要求されたＰＳドメイン識別子を返信する。パーティＢからの応答は、パ
ーティＢのＨＬＲとパーティＡのＨＬＲを通過してもよい。
【００４１】
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　パーティＢのＵＥ１がセション開始プロトコル（ＳＩＰ）のユニファイド・リソース・
アイデンティファイア（ＵＲＩ：Unified Resource Identifier）を使って応答すると、
続いてパーティＡのＵＥ２は、パーティＢのＳＩＰ　ＵＲＩを用いてパーティＢのＵＥ１
に“ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ”メッセージを送信し、パーティＢのＵＥ１の端末能力を尋
ねる。パーティＢのＵＥ１の端末能力に従って、パーティＡのＵＥ２のグラフィカル・イ
ンタフェース上には一定のアイコンが強調表示される。パーティＢのＵＥ１の端末能力に
ついて取り出された情報に基づいて、写真メッセージング機能が動作可能になるなら、パ
ーティＡのＵＥ２はパーティＢのＵＥ１に写真を送信する。
【００４２】
　ＵＳＳＤにより補助されたアドレス取り出しの第１の方法では、端末アプリケーション
がパーティＡのＵＥ２とパーティＢのＵＥ１にロードされ動作する必要がある。その端末
アプリケーションは、ＵＳＳＤ問合せの送信と処理、及びＵＳＳＤ応答を生成することが
できる。例えば、パーティＡのＵＥ２とパーティＢのＵＥ１に組み込まれているこれらの
アプリケーションは、独自仕様かまたは標準化されたものである。ただし、標準化されて
いる方が、相互運用問題を避けるために好ましい。
【００４３】
　パーティＢのＵＥ１が、ＣＳネットワーク１１を介してＵＳＳＤシグナリングを使用し
て確認応答を送信し、ＰＳドメイン識別子を送信するためにまったく異なるプロトコルを
使用するのは１つの選択肢である。別の選択肢とは、パーティＢのＵＥ１で受信した着信
ＵＳＳＤ要求がパーティＡのＵＥ２のＩＰアドレスを搬送し、従って、パーティＢのＵＥ
１は、以後の通信にこのＰＳドメインネットワークアドレス情報を直接使用することであ
る。
【００４４】
　ＵＳＳＤにより補助されたアドレスを取り出す第２の方法では、パーティＡのＵＥ２が
ネットワークベースのサービスに宛てられたＵＳＳＤメッセージを送信する。このサービ
スは、ルックアップデータベースサーバ３４或はプロキシサーバ３５として実現され、パ
ーティＡのＵＥ２に向けてＵＳＳＤ応答を返信する。先に提示した、ＵＳＳＤにより補助
されたアドレスを取り出す第１の方法との違いは、パーティＢのＵＥ１にＵＳＳＤメッセ
ージを中継する代わりに、ＨＬＲがパーティＡに応答を送信することである。ＶＬＲまた
は在圏ＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）［３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０７８　ｖ６．１
．０　ｃｈ．１１．３．６．１．２］から情報を取得するために、随時質問（ＡＴＩ、An
y Time Interrogation）［３ＧＰＰ　ＴＳ　２３．０７８　ｖ６．１．０　ｃｈ．１１．
３．３．１．２］を使用することができるＨＬＲを介して、加入者の“状態（state）”
が利用可能になる。それにより、加入者（ここではパーティＢ）が、ＨＬＲへのＵＳＳＤ
要求で、国際移動電話加入者ＩＤ（ＩＭＳＩ）或はＭＳＩＳＤＮ（移動体統合サービスデ
ジタル通信網）番号のどちらかにより識別される。特に、加入者の“ＰＳドメイン加入者
状態”と“パケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテキスト情報リスト”についての情
報が取得される。このリストには、加入者のＩＰアドレス、この場合には、ＰＳネットワ
ーク１２、１３に接続されたパーティＢのＵＥ１のＩＰアドレスも含んでいる。
【００４５】
　要求されたＰＳドメイン識別子によっては、ＨＬＲは、適切なデータベース（例えばプ
レゼンスサーバ）を維持する他のネットワークエンティティ２１、２２、３１、３２、３
３、３４、３５にも連絡する。ネットワークノード２１、２２、３２、３３は、ＵＥ１、
２のネットワークアドレスを取り出すように構成されている。ノード２１、２２はネット
ワーク１１、１２内に含まれ、ノード３２、３３は、ネットワーク１１、１２、１３の外
部に位置している。ネットワークノード３１は、Ｅ．１６４番号サーバ［ＥＮＵＭ　ネッ
トワークワーキンググループＲＦＣ(Request for Comments)３７６１］であり、ネットワ
ークノード３４は、ルックアップデータベースサーバ３４であり、ネットワークノード３
５はプロキシサーバ３５である。ネットワークノード２１、２２、３１、３２、３３、３
４、３５は、関係する接続部２１Ａ、２２Ａ、３１Ａ、３２Ａ、３３Ａ、３３Ｂ、３４Ａ
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、３４Ｂ、３５Ａ、３５Ｂ、３５Ｃを用いてネットワーク１１、１２、１３に接続されて
いる。
【００４６】
　ＵＳＳＤにより補助されるアドレス取り出し第２の方法でも、応答はＣＳドメインＵＳ
ＳＤシグナリングに基づいているか、または応答を配信する別のプロトコルを使用する。
【００４７】
　これらの提示されたＣＳドメインベースのＵＳＳＤにより補助されるアドレス取り出し
方法は両方とも、パーティＡのＵＥ２の視点からは同一であるが、パーティＢのＵＥ１の
視点からは異なっている。これらの２つのＣＳドメイン方法は、ネットワークの視点から
も異なっている。その理由は、ＵＳＳＤにより補助される第１のアドレス取り出し方法で
は、ネットワークはＵＳＳＤメッセージを中継しているだけであるが、ＵＳＳＤにより補
助される第２のアドレス取り出し方法では、そのサービスは、ルックアップデータベース
サーバ３４またはプロキシサーバ３５としてネットワークノードで実現される。プロキシ
サーバ３５は、ＵＳＳＤメッセージを傍受し、それを処理し、措置する。パーティＢのＵ
Ｅ１に向かうアクセスネットワーク（ＧＳＭ／ＵＭＴＳ）の無線資源は、第２の方法では
消費されておらず、有利な点と見なされる。
【００４８】
　ｂ）に関する付加的事項
　ＰＳドメインベースのアドレス取り出し方法では、パーティＢのＵＥ１のＰＳドメイン
アドレスを取り出すことに関して、パーティＡのＵＥ２は、適切なデータベース（例えば
、プレゼンスサーバ、ルックアップサーバ、プロキシサーバ）を維持するネットワークノ
ード２１、２２、３１、３２、３３、３４、３５などのネットワークのエンティティに向
けて、例えば、ＳＩＰメッセージを用いて、ＰＳネットワークを介したＰＳドメイン方法
を活用する。
【００４９】
　パーティＡのＵＥ２は、パーティＢのＰＳドメインアドレスを（ＩＰもＳＩＰ　ＵＲＩ
も）もっていないので、パーティＢのＵＥ１に、パーティＡのＵＥ２は直接連絡すること
はできない。パーティＡのＵＥ２とＣＳによる呼が現在進行中のパーティＢのＵＥ１に関
する情報は、パーティＡのＵＥ２が利用可能なＣＳドメインネットワークアドレスを備え
ている。このＣＳドメインネットワークアドレスは、とりわけ、着呼側パーティＢのＵＥ
１の電話番号、ＭＳＩＳＤＮ、或はＩＭＳＩもよい。
【００５０】
　パーティＡのＵＥ２はネットワークサービスに問合せする。そこでは、パーティＡのＵ
Ｅ２は、ネットワークサービスにパーティＢのＵＥ１の電話番号（或は、ＩＭＳＩやＭＳ
ＩＳＤＮ）を提供する。このサービスは、Ｅ．１６４番号サーバ３１［ＥＮＵＭ　ネット
ワークワーキンググループ　ＲＦＣ３７６１］を使用し実現される。
【００５１】
　上記のＣＳドメインベースとＰＳドメインベースのアドレス取り出し方法は両方とも、
ＵＥ１、２のユーザの介在なしで、バックグラウンドで実行される。本発明を展開するこ
とにより、パーティＡのＵＥ２は、パーティＡのＵＥ２の端末グラフィカル能力次第で、
ＣＳによる呼のセットアップ後、数秒でパーティＡのＧＵＩ上にアイコンが現れる。
【００５２】
　本発明を実施することで、通話相手のＵＥ１、２のＰＳドメインアドレス（例えば、Ｉ
Ｐアドレス）を取得するために、パーティＡのＵＥ２またはパーティＢのＵＥ１のどちら
かが、ＣＳによる進行中の呼の間に、通話相手のＵＥ１、２またはネットワークノード２
１、２２、３１、３２、３３、３４、３５に問合せすることに関して、ＵＳＳＤメカニズ
ムを開始する。
【００５３】
　本発明は、通話相手のＵＥのＰＳドメインアドレスおよび端末能力を取り出すための効
率的で進歩性に富んだ方法を提供する。ユーザのＵＥ１、２の表示部に、通話相手のＵＥ
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１、２の端末能力を表示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】ユーザ機器やネットワークノードを接続した複合ネットワークの概略図である。

【図１】
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